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野党連合はインド人民党（Bharatiya Janata Party: 
BJP）率いる国民民主連合（National Democratic 
Alliance）政権を打ち破り，新たに統一進歩連










































































































































































































































































State Domestic Product: NSDP）の成長率のデータ











































































































































2007年4−5月 ウッタル・プラデーシュ × −0.59 2.12 ×

































































いて新たに値を求めている。       
38
書 評 論 文




正 前 」 の 値 と， す で に 指 摘 し た Economic 
Survey 2009-2010のデータの誤りを訂正したう
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増加（Dgt −1＞0） 9 8 17
減少（Dgt −1＜0） 2 3 5







増加（Dgt −1＞0） 5 （8） 6 （6） 11 （14）
減少（Dgt −1＜0） 6 （7） 5 （5） 11 （12）
合計 11 （15） 11 （11） 22 （26）











































































































































































































時の V. P. シン政権が「社会的・教育的後進諸







































































































































ことが不可欠である［佐藤 2002; 2006; 湊 2010; 
































崎 2008; Geddes 1990; King, Keohane, and Verba 1994; 





































































































































2009 年 ９ 月 26 日 付 の Economic and Political 
Weekly の特集企画“National Election Study 2009”
の論考を参照。
（注３）“Exit Polls, Survey Give Congress, Allies 
a Slender Edge,” Hindu, May 14, 2009を参照。
（注４）“Setback for NDA in Bihar By-Elections,” 







産」，「Gross State Domestic Product」の訳語とし
て「粗州内生産」がそれぞれほぼ定訳となって
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